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} 鳥取大学との共同開発で完成した抗ウイルス・抗菌素
材(すべてのウイルスに有効)

} 東京医科歯科大学との共同研究で、メカニズム（作用
機序）を解明

} 国立感染症研究所にて「H5N1」への効果を試験
} 原料は天然鉱石ドロマイト
} 優れた抗ウイルス性・抗菌性を持つ

} 安全性が高く、環境負荷がない
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} カルシウムとマグネシウム

及び微量元素

}数億年前のサンゴの化石のうち、
長い年月を経てカルシウムがマ
グネシウムに置き換わったもの

}化学式：Ｃａ･Ｍｇ（ＣＯ３）２
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ドロマイト構造モデル

Ca2+ =0.97Å

Mg2+ =0.97Å

O2－ =1.45Å
C-O=1.28Å
O-O=2.22Å

CO32-

ドロマイト構造

カルサイト構造

固溶体構造
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ドロマイトの原子吸光分析結果

5



特殊加工
原料のドロマイト

ＣＤＭ

原料段階のドロマイトには、抗ウイルス効果は無い

ナノテクノロジーを使った
超微細特殊加工で
抗ウイルス素材誕生

科学技術振興機構（文部科学省)の委託事業に採択 （平成16年8月）

鳥取大学・東京医科歯科大学との共同開発

6



7



10 20 30 40 50 60 70
2θ/deg.(CuKα)

Int
en
sit
y(
ar
b.u
nit
s)

▲

△

△

△

△
△

●△△
□

△ Ca(OH)2    □ CaCO3
▲ Mg(OH)2    ● MgO

□

□
□

▲

● ▲ □

□

8



鳥取大学との連携

} ＣＤＭ液とウイルス液を接触させ、4℃で10分間静置した後のウイ
ルスの感染価を測定

} 試験は、鳥取大学獣医学科公衆衛生学教室にて実施

感染価の算出
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●強力な抗ウイルス活性
＜ＳＡＲＳウイルスは10分間で１００万分の１＞
（ＰＣＲ）（ＭＴＴａｓｓａｙ）（免疫蛍光抗体法）（ＣＰＥ細胞

変性効果）（プラーク・リダクション・ａｓｓａｙ）（他）

●患者から分離したＨ５Ｎ１型（Vietnam）
＜ Ｈ５Ｎ１は、10分間で１０万分の１＞

＜猛毒ウイルスＨ５Ｎ１での実証試験＞

東京医科歯科大学との連携

ＣＤＭ
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Fig. 2       ＣＤＭ can reduce plaque formation by HPAIV.
A. Plaque formation by HPAIV(A/Vietnam). Virus was treated with PBS or ＣＤＭ
B. Titer of HPAIV(A/Vietnam) treated with PBS or ＣＤＭ

A B
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ウイルス力価（EID50/0.2ml）

1分 10分

比較対照不織布（抗ウイルス効果無し） 108.25

ＣＤＭ加工

新素材不織布
103.67 103.50

抗ウイルス加工不織布は、 （感染価の目安として）

感染性鳥インフルエンザウイルスが

１分後に、９９.９９９％不活化

１回の咳で約８０,０００個のウイルスが飛ぶと言われている。

※ 鳥インフルエンザウイルス ： Ａ／コハクチョウ／島根／４９９／８３ （Ｈ５Ｎ３）

（試験機関）鳥取大学獣医学科公衆衛生学教室
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これまでに試験した、あらゆるウイルスに対して効果を発揮している
(鳥取大学農学部獣医学科公衆衛生学教室、スラリーで試験）

DNAウイルス RNAウイルス

外膜有

鶏伝染性喉頭気管炎ウイルス

オーエスキー病ウイルス

鶏伝染性気管支炎ウイルス(鳥コロナウイルス）
トリインフルエンザウイルス

（H1,H2,H3,H4,H5,H7,H9,H10,H11,H12,H13)
ヒトインフルエンザウイルス(A/H3N2香港、B型）
ニューカッスル病ウイルス

外膜無 鶏アデノウイルス トリレオウイルス

H5N1高病原性鳥インフルエンザウイルス
SARSコロナウイルスの感染性を検出限界以下まで低下
(国立感染症研究所で試験）
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} 大腸菌、O-157、MRSA、セラチア菌などの細菌を30分
から1時間で全滅させる
【試験方法：ＣＤＭを30%添加した塩ビシートに菌液を接触させ、

一定時間経過後の生菌数を測定】
試験機関：（財）食品分析センター

} これまでに試験した、あらゆる菌に対して効果を発揮してい
る

黄色ブドウ球菌、 MRSA、腸球菌、バンコマイシン耐性腸球菌、
大腸菌、サルモネラ、緑膿菌、多剤耐性緑膿菌、枯草菌
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高い安全性 （医薬品レベルで確認）

・天然ドロマイトの主成分は、カルシウムとマグネシウム
・食品として用いられている安全性の高い原料
・ＣＤＭはドロマイトと水以外の材料は使用していない

安全性試験(GLP適用試験）

1. ラットにおける単回投与毒性試験

2. ラットにおける14日間反復投与毒性試験

3. ラットにおける28日間反復投与毒性試験

4. ラットを用いた鼻部吸入暴露による単回投与毒性試験

5. ラットを用いた鼻部吸入暴露による2週間反復投与毒性試験

6. 細菌を用いる復帰突然変異試験

7. モルモットを用いた皮膚感作試験 (Adjuvant and Patch Test)

試験機関 ： 1～3＝ （財）日本生物科学研究所 / 4～7＝㈱三菱化学安全科学研究所
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ヒドロキシルラジカルは活性
酸素のひとつです。このラジカル
の作用で、ウイルスの感染に関
わるHAタンパク(金色のスパイ
ク部分)とエンベロブ(青色の膜)
を完全に破壊している事が電
子顕微鏡観察で確認されまし
た。



フィルタの繊維表面に付着した
抗ウイルス素材“ＣＤＭ”} 抗ウイルス素材ＣＤＭを不織布

の繊維表面に直接担持する技
術を開発し、フィルタに応用

} 繊維表面に特殊ドロマイトが露
出するため、抗ウイルス性向上

2005年12月22日掲載記事（抜粋）
鳥インフルエンザ減らす不織布 （日本経済新聞）
鳥インフルエンザ死滅させる布開発 （読売新聞）
鳥インフルエンザ瞬時に殺滅 繊維開発に成功 （毎日新聞）
鳥インフルエンザを99.99%破壊 抗ウイルス不織布開発 （産経新聞）
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安全とされる

「１万分の１以下」を
らくらくとクリア！

他社素材との効果の⽐較
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